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検体の名称

御依頼のありました検体について、試験検査を行つた結果を下記の通り御報告いたします。
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※検査結果の「検出せずJは定量下限値未満を示します。
分析方法 :平成17年 1月 24日 食安発第0124001号 「食品に残留する農薬、飼料添加物

又は動物用医薬品の成分である物質の試験法」による。

参考基準 :食品、添力日物等規格基準 《茶》、 ()は一律基準を示す。
※検査結果は現物の濃度であり、水分及び加工係数による補正は行っておりません。

検査結果は、供与された試料についての結果であり、当該試料の母集団を保証もしくは認証するものではございません。本証明書を他に掲載するときは当社の承認を受けて下さい。
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※検査結果の「検出せず」は定量下限値未満を示します。

分析方法 :平成17年 1月 24日 食安発第0124001号 「食品に残留する農薬、飼料添加物

又は動物用医薬品の成分である物質の試験法」による。

参考基準 :食品、添力口物等規格基準 《茶》、 ()は一律基準を示す。
※検査結果は現物の濃度であり、水分及び力口工係数による補正は行つておりません。

検査結果は、供与された試料についての結果であり、当該試料の母集団を保証もしくは認証するものではございません。本証明書を他に掲載するときは当社の承認を受けて下さい。


